
『

術
門
、
斑
文
七
年
三
且
宮
中
彦
九
郎
、
元
徹
二
年
正

月巴
n白
井
詰
兵
衛
、
同
年
弁

t
入
右
衛
門
、
十
二
年
大

村
次
郎
入
が
之
に
任
じ
、
そ
の
後
川
河
刻
三
太
夫
が
命

ぜ
ら
れ
て
か
ら
魚
川
印
御
府
組
の
任
と
な
り
、
後品川
に

辿
的
制
寸
る
。

ニ
ヒ
ザ
キ

新
時

h
h

臥
京
州
州
市
出
郷
に
幽

す
る
部
務
。
能
山
{w
名
跡
芯
に
、
『
新
附
村
は
乙
，
附
よ

り
南
へ

一
夏
、
務
へ
さ
し
出
る
崎
に
あ
る
村
也
。
誠

に
閑
郎
な
る
所
に
て
、
掠
仰
に
て
御
筑
阪
あ
り
。
一

向
宗
一
ヶ
寺
あ
り
。
』
と
あ
る
。

-
一
ヒ
ザ
キ
カ
ツ
セ
ン
新
崎
合
鞍
風
車
榔
中
間
日

山
正
枇
厳
天
正
抗
年
三
H
n
七
日
長
谷
剛
山
好
辿
の
罰
法

欣
に、
『
今
度
於
姉
崎
一
戦
追
討
之
雌
、
越
後
押
拙
勢
早

辿
致
敗
跡
的
防
相
、
師
伏
紳
蹴
之
加
純
也
0
4
u
お
新
総
御

供
料
七
夕
村
之
内
六
拾
有
之
開
山
令
官
町
附
花
O
』
と
あ
り
。

好
辿
は
後
の
辿
初
で
あ
る
が
、
=一月
七
日
は
謙
信
が

七
陪
攻
問
中
で
、
新
耐
な
ど
に
辿
飽
の
削
て
時
ふ
べ

き
型
闘
が
あ
る
ま
い
。
恐
ら
〈
後
人
の
作
お
で
あ
ら

，内，。

品
シ
ザ
キ

ハ
ナ

-
-
ヒ
ザ
キ
ハ
ナ

新
時
品

川
阿
部
訴
の
東
方
に
在
る
川
。

エ
ヒ
ヤ
ヲ
ト
ヲ
カ
マ
ハ
リ
二
百
十
日
廻

滞
政

時
代
に
組
獄
問
の
十
村
は
侭
年
二
一円
十
日
の
頃
組
下

の
拙
柏
村
を
、
又
無
制
御
扶
持
人
十
村
は
こ
刊
二
十
日

の
頃
郡
中
を
巡
り
、
治
年
の
作
柄
を
親
祭
す
る
。
之

を
二
百
十
臼
姐
O
Xは
二
百
二
十
日
廻
り
と
恥
し

た。

臥
一
主
仰
新

-
一
ヒ
ヤ
タ
ハ
ッ
カ
マ
ハ
リ

ニ
引
十
日
創
。

=
ヒ
ン
ニ
ロ
岡

田
仙
伎
の
公
式
行
列
に
作
」
諮
H
H

で
、
長
柄
・弓
・筒
を
三
品
と
務
し
、
そ
の
日
記
柄
を
除

い
た
も
の
を
二
品
と
い
う
た
o
江
政
元
年
四
月
十
六

日
前
悶
治
術
が
江
戸
を
附
設
し
た
時
の
記

mに
、

二
百
二
十
日
廻

ニ己
l

ニヨ

『七
J
同
前
三
品
抑
制
候
絞
被
仰
出
、
但
坂
本
廓
迄
は

二
円
四
に
候
也
。』
と
見
え
る
。

ニ
ホ
ン
ア
ン
ギ
ヤ
プ
ン
シ
エ
ウ
日
本
行
脚
文
集

七
加
。
元
政
三
年
板
。
大
槌
三
千
風
が
、
天
利
=
一
年

四
用
仙
尻
町
を
設
し
、
元
徹
二
年
一
泊
且
故
郷
に
即
る
ま

で
の
仙
紀
行
で
、
そ
の
中
天
和
三
年
に
は
加
鈎

・
越

中
に
入
。
、
白
山・
立
山
に
育
っ
て
ゐ
る
。

ニ
ホ
ン
ス
ギ
二
本
杉

臨
主
制
別
所
谷
の
小
手。

ニ
ホ
ン
マ
ツ
ヨ
シ
ア
リ
二
本
松
義
有

沼
棋
伊

到
守
。
又
伊
勢
守
に
作
っ
た
も
の
も
あ
る
。
白
山
義

綿
の
二
子
。
初
名
内
脳
助
。
永
勝
八
年
強
綱
は
鏑
子

孫
除
を
ほ
間
し
て
総
有
を
立
て
ん
と
し
た
が
泉
さ
ず
、

迭
に
越
中
に
仙
帆
走
し
た
。
天
正
二
年
遊
佐
約
光
の
滋

院
を
帰
投
し
た
の
も
、
亦
義
有
を
鋭
立
せ
ん
と
し
た

の
で
あ
っ
た
が
、
説
険
は
郡田
有
及
び
畏
綱
辿
に
腐
し

て
、
拙
弧
殺
容
を
州
首
せ
ん
こ
と
を
以
て
し
た
。
緩

有
は
、
五
年
七
結
城
の
上
杉
謙
信
に
よ
っ
て
包
胤
せ

ら
九
た
刷
に
、
間
七
H
n
品H
」
ハ
日
佼
疾
に
雌
っ
て
波
し

た。
自
一
マ
ン
ド
ウ
こ
高

堂

石

川
部
久
安

・
商
来

・

航
川
三
部
wm
か
ら
の

m
M内
で
あ
る
。
ニ
瓜
説
締
附

近
に
初
を
占
め
る
か
ら
名
づ
け
る
。

ニ
マ
ン
ド
ウ
イ
ナ
リ
シ
ヤ
ニ
高
堂
稲
荷
枇

石

川
部
久
安
に
あ
っ
た
。
公
平
以
後
白
根
務
耐
こ
の
村

に
邸
を
笛
み
、

m十
伺
明
耐
を
奉
加
し
て
信
仰
し
た

が
、
枇
品
川
は
天
道
院
と
い
ふ
修
駿
で
あ
っ
た
。
後

天
滋
院
金
持
に
修
っ
て
こ
の
潤
術
を
今
の
味
噌
磁

町
納
荷
掃
の
附
近
に
勅
前
し、

元
和
二
年
一
見
に
浅

野
川
鰍
に
諮
っ
た
。
延
資
入
年
寺
匙
器
行
か
ら
天
道

院
に
拠

へ
た
白
山
肌
に
、
県
方
持
{
白
石
川
仰
久
安
村
出

掛世

m二
高
堂
稲
荷
祉
と
あ
る
の
は
、
即
ち
そ
の
的
批

で
あ
る
。
天
道
寺
杷
に
こ
瓜
堂
稲
荷
祉
は
二
国
堂
昨
畑

町
丸
に
あ
っ
た
と
併

へ
て
ゐ
る
。
天
道
院
は
後
に
天

道
寺
に
な
っ
た
。

ニ
マ
ン
ド
ウ
ガ
ハ
=
高
堂
川

J

7

Y
ミ
ガ
ハ

伏
見
川
〈
石
川
〉
O

ミ
マ
ガ
ハ
御
馬
河
。

=
マ
ン
ド
ウ
バ
シ
二
高
堂
稽

l
ミ
マ
ソ
ド
ウ

バ
シ
三
減
数
稿
。

ニ
ヤ
ア
ン
ニ
夜
庵

金
禅
に
於
け
る
夜
嵐
山
別
人

の
庖
蹴
。
制
民
初
め
て
之
を
唱
へ
、附
挺
門
の
資
札
・

資
札
門
の
抗
年
・立
芳
之
を
綴
附
し
た
。

ニ
ユ
ウ
ジ
ヨ
ウ
ヅ
カ

λ
定
塚

能
安
部
古
田
竹
に

在
っ
て
、
資
修
駿
帥
山
王
丹
と
稿
す
る
我
、
援
百
三
十

六
を
以
て
こ
L
に
入
定
し
た
と
偲
へ
る
。

ニ
ユ
ウ
ド
ウ

J
aキ
λ
道
ノ
溜
能
柴
都
民
の

地
内
に
あ
る
。
高
さ
約
五

O
米
。

ユ
ユ
ウ
ド
ウ
ハ
ラ
入
道
原

戸
ゥ
ド

m
羽
咋
郡

見
砂
の
内
の
小
手
。

ニ
ヨ
ア
ン
h
F
ン
ド
ウ
如
庵
湛
盤

石
川
郡
山
洞

宗
大
来
寺
四
十
六
代
の
住
待
。
信
協
の
入
、
酒
井
氏
。

初
め
光
久
寺
側
堂
に
投
じ
て
出
家
し
、
天
明
一
見
年
功

市内品
不
溢
の
室
に
て
併
法
し
、
次
い
で
同
凶
呂
泉
及
び

光
久
・越
中
光
都
・信
州
桐
山
岳
の
四
寺
に
隠
位
し
た
。

文
化
元
年
春
大
束
寺
に
入
り
閲
蛍
、
入
年
三
且
退
体

し
、
同
十

一
年
十
且
十
六
日
京
都
郭
故
寺
に
於
い
て

寂
し
た
。

=
ヨ
イ
ア
ン
如
意
庵

風
来
郡
山
口
湖
宗
総
待
寺

の
境
内
に
在
る
五
院
の
一
つ
で
、
ロ
峠
の
創
向
山
に
係

る
も
の
で
あ
っ
た
。
今
は
存
せ
ぬ
。

ニ
ヨ
イ
ジ
如
意
寺

鳳
至
郡
怖
比
庄
ニ
ゲ
村
の

内
に
在
っ
た
ら
う
。
弘
安
六
年
五
且
十
二
日
附
註
法

一
一
ヶ
村
諸
寺
御
仰
供
問
棋
の
う
ち
に
如
意
寺
禁
姉
堂

寺
悶
三
反
図
、
大
日
常
巷
間
一
反
三
、
地
政
堂
寺
問

一
反
入
と
あ
り
、
元
芋
三
年
十
二
且
附
地
朗
代
光
成

の
寄
迩
紋
に
如
意
寺
堂
問
弁
酬
帥
一
岬
田
容
段
七
が
あ

る。

ニ
ヨ
キ
ヨ
ウ
如
慶

頓
凶
総
務
の
子
起
前
際
島

組
願
寺
如
注
玄
艇
の
近
子
で
あ
る
。
蹟
名
民
税
。
石

川
郡
諸
江
に
佐
し
、
永
正
十
六
年
入
且
三
日
殺
、
七

十
歳。ニ
ヨ
ゲ
ン
如
元

l
タ
イ
サ
Y

品
ヨ
ゲ
Y

太

山
如
元
。

ニ
ヨ
サ
ン
ギ
ヨ
ナ
コ
ウ
如
緑
玉
岡

金
開
山
制

宗
質
問
寺
三
十
代
の
位
持
。
位
同
は
越
後
。
文
政
八

年
越
中
氷
見
光
明
脚
寺
よ
り
准
山
L
、
十

一
年
限
問
、

弘
化
元
年
十
二
昂
品
川
五
日
溢
化
し
た
。

=
ヨ
ジ
ヨ
ウ
如
乗

本
願
寺
六
代
巧
如
の
四
子
。

椋
は
宣
祐
o
Hん
存
如
の
本
側
寺
中
~
と
な
っ
た
時
、
如

来
に
命
じ
て
越
巾
に
下
り
、
先
に
が
如
の
附
創
し
た

問
泉
寺
を
賢
せ
し
め
た
が
、
如
来
は
ま
た
円
前
吉
元
年

加
賀
河
北
郡
二
川
悦
に
入
っ
て
本
山
市
寺
を
建
て
、
後
見

正
元
年
正
且』
H

六
日
四
十
丸
併
を
以
て
寂
し
た
。

-
一
ヨ
セ
イ
如
清
↓
イ
チ
ア

y
z
ヨ
セ
イ
一

路
如
泊
。

=
ヨ
ポ
ン

女
犯

滞
政
時
代
に
山
川
崎
山
に
し
て
女

犯
を
な
し
た
も
の
は
、
用
刑
に
財
一
せ

b
れ
る
を
例
と

し
た
。
天
和
元
年
五
且
什
五
日
金
部
泉
野
寺
町
日
出
世

宗
某
寺
の
併
が
際
刑
と
な
り
、
文
化
十
二
年
制
宗
H
H

緩
寺
以
下
の
同
刑
に
隠
せ
ら
れ
た
如
き
皆
円
程
で
あ

る
。
こ
の
際
資
制
寺
九
的
が
天
徳
院
に
預
け
ら
れ
て

座
蚊
寧
に
牧
寄
せ
ら
れ
た
の
は
、
間μ
削
奇
u

が
滞
伎
の

4
1
H

提
寺
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
九
的
は
前
侠
前
川
治

備
制
抑
訟
の
際
的
特
附
で
あ
っ
た
お
の
特
例
で
あ
る
。

ニ
ヨ
ラ
イ
ジ
如
来
寺

金
開
上
鳩
山
町
に
在
っ

て
、
削
到
山
と
川
町
し
、
深
土
宗
で
あ
る
。
附
組
役
謎

枇
銭
円
同
文
公
、
天
正
年
中
越
巾
凶
崎
山
に
一
寺
を
建

立
し
て
如
来
寺
と
蹴
し
、
後
日
間
に
修
制
押
し
、
叉
金

持
卯
医
(
今
研
一
円
国
寺
の
あ
る
地
〉
に
移
っ
た
。
次
い
で

元
利
二
年
天
徳
院
夫
人
の
命
に
従
ひ
、
徳
川
家
肢
の

l 

六
四
三


